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(57)【要約】
【課題】  本発明は、高級感があり、廃棄時には容易に 
紙とプラスチックに分別できる複合容器を提供すること 
にある。
【解決手段】  紙製の外容器と、プラスチックフィルム 
を含む積層体を備えた内容器とを備え、内容器が外容器 
で被覆された複合容器であって、外容器は筒状の第１胴 
部と一方の開口を閉鎖した底部からなる第一部材と、第 
１胴部の他方の開口に接合される胴部接合部と、他方の 
側に開口端部と、開口端部に向かい先細る第１肩部と、 
第１首部を備えパルプモールドからなる第二部材とから 
なり、第一部材の他方の開口は第二部材の胴部接合部と 
接合されてなり、内容器は、パウチ本体と注出具を備え 
、パウチ本体は、第２胴部と、先細る第２肩部と、第２ 
首部と、を有しており、内容器が外容器で被覆されてな 
り、外容器が、第一部材と第二部材に解体可能であるこ 
とを特徴とする複合容器である。
【選択図】        図１

審査請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
紙 製 の 外 容 器 と 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 積 層 体 を 備 え た 内 容 器 と を 備 え 、 前 記 内 容  
器 が 前 記 外 容 器 で 被 覆 さ れ た 複 合 容 器 で あ っ て 、
前 記 外 容 器 は 筒 状 の 第 １ 胴 部 と 一 方 の 開 口 を 閉 鎖 し た 底 部 か ら な る 第 一 部 材 と 、
一 方 の 側 に 前 記 第 １ 胴 部 の 他 方 の 開 口 に 接 合 さ れ る 胴 部 接 合 部 と 、 他 方 の 側 に 開 口 端 部 と  
、 前 記 胴 部 接 合 部 に 連 設 し 前 記 開 口 端 部 に 向 か い 先 細 る 第 １ 肩 部 と 、 前 記 第 １ 肩 部 と 前 記  
開 口 端 部 を 連 設 す る 第 １ 首 部 を 備 え パ ル プ モ ー ル ド か ら な る 基 材 を 備 え た 第 二 部 材 と か ら  
な り 、
前 記 第 一 部 材 の 他 方 の 開 口 は 前 記 第 二 部 材 の 前 記 胴 部 接 合 部 と 接 合 さ れ て な り 、
前 記 内 容 器 は 、 パ ウ チ 本 体 と 注 出 具 を 備 え 、 前 記 パ ウ チ 本 体 は 周 縁 に 熱 接 着 部 を 有 し 、 前  
記 注 出 具 が 前 記 熱 接 着 部 に 接 着 さ れ て お り 、
前 記 パ ウ チ 本 体 は 、 第 ２ 胴 部 と 、 前 記 第 ２ 胴 部 に 連 設 し 前 記 注 出 具 に 向 か い 先 細 る 第 ２ 肩  
部 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 に 連 設 し 前 記 注 出 具 に 向 か い 延 び る 第 ２ 首 部 と 、 を 有 し て お り 、
前 記 内 容 器 が 前 記 外 容 器 で 被 覆 さ れ て な り 、
前 記 外 容 器 が 、 前 記 第 一 部 材 と 前 記 第 二 部 材 に 解 体 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 複 合 容 器  
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 二 部 材 の 前 記 胴 部 接 合 部 は 、 前 記 第 １ 肩 部 よ り 外 方 に 延 設 さ れ て お り 、 前 記 胴 部 接  
合 部 の 外 周 が 前 記 第 一 部 材 の 前 記 第 １ 胴 部 の 内 周 よ り 小 さ く 、 前 記 第 １ 胴 部 の 内 側 に 前 記  
胴 部 接 合 部 が 嵌 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 紙 製 の 外 容 器 と 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 積 層 体 を 備 え た 内 容 器 と を 備  
え 、 内 容 器 が 外 容 器 で 被 覆 さ れ た 液 体 内 容 物 等 を 収 納 す る た め の 複 合 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 日 本 酒 、 焼 酎 、 ワ イ ン 等 の 酒 類 や ジ ュ ー ス 、 果 汁 飲 料 、 コ ー ヒ ー 、 お 茶 、 乳 飲 料  
等 の 液 体 内 容 物 を 収 納 す る 容 器 と し て は 、 厚 紙 を 主 体 に プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を ラ ミ ネ ー  
ト し た 積 層 体 を 用 い て 成 形 し た ゲ ー ベ ル ト ッ プ 型 、 フ ラ ッ ト ト ッ プ 型 の 液 体 用 紙 容 器 が 広  
く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 液 体 用 紙 容 器 は 、 厚 紙 を 主 体 と し て い る た め に 角 柱 の 形 状 を 保 持 す る こ と が で  
き 、 積 載 効 率 が よ く 、 さ ら に 軽 量 で あ る た め 物 流 合 理 化 が 図 れ る 優 れ た 容 器 で あ り ビ ン 、  
缶 に 替 わ る 容 器 と し て 多 用 さ れ て い る 。 し か し 、 近 年 、 廃 棄 物 の 増 加 が 大 き な 社 会 問 題 と  
な り 、 使 用 後 の 容 器 の 廃 棄 時 に は 容 器 の 減 容 化 、 紙 と プ ラ ス チ ッ ク と の 分 別 廃 棄 が 求 め ら  
れ て い る 。 前 者 の 容 器 の 減 容 化 を 可 能 と し た 液 体 用 紙 容 器 と し て は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 層 、 紙  
基 材 、 バ リ ア 層 、 シ ー ラ ン ト 層 が 、 順 次 積 層 さ れ た 積 層 体 か ら 構 成 さ れ 、 紙 基 材 と バ リ ア  
層 の 基 材 に 傷 加 工 を 施 し 、 そ れ を き っ か け と し て 解 体 で き る 液 体 用 紙 容 器 が 知 ら れ て い る  
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 後 者 の 紙 と プ ラ ス チ ッ ク と の 分 別 廃 棄 が 可 能 な 液 体 用 紙 容  
器 と し て は 、 剥 離 層 を 介 し て 紙 層 を 主 体 と し た 外 側 部 分 と プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 主 体 と  
し た 内 面 部 分 と が 積 層 さ れ 、 剥 離 層 に て 剥 離 層 よ り 外 面 部 分 と 内 面 部 分 と に 分 離 可 能 に 構  
成 さ れ た 積 層 体 か ら な る 液 体 用 紙 容 器 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ９ ３ ４ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ５ ７ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ の 液 体 用 紙 容 器 で は 、 解 体 す る た め に 傷 加 工 部 分 で 積 層 体 の 折 り 曲 げ を 繰 り  
返 し 行 う 必 要 が あ り 、 特 許 文 献 ２ の 液 体 用 紙 容 器 で は 、 外 側 部 分 と 内 面 部 分 と を 剥 離 す る  
た め の き っ か け を つ く る 必 要 が あ り 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ の い ず れ も 解 体 す る 作 業 に  
手 間 暇 が か か り 面 倒 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の 液 体 用 紙 容 器 の 形 状 は 角 形 状 が 主 流 で あ り 、 こ の 形 状 は 一 目 で 液 体 内 容 物  
が 収 納 さ れ た 商 品 で あ る と 判 別 さ れ る ほ ど 認 知 度 は 高 い も の で あ る が 、 一 方 、 市 場 か ら は  
新 し い 形 状 、 例 え ば 、 ボ ト ル 形 状 等 の 高 級 感 の あ る 液 体 用 紙 容 器 の 開 発 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 高 級  
感 が あ り 、 廃 棄 時 に は 容 易 に 紙 と プ ラ ス チ ッ ク に 分 別 で き る 複 合 容 器 を 提 供 す る こ と に あ  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 紙 製 の 外 容 器 と 、  
プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 積 層 体 を 備 え た 内 容 器 と を 備 え 、 前 記 内 容 器 が 前 記 外 容 器 で  
被 覆 さ れ た 複 合 容 器 で あ っ て 、 前 記 外 容 器 は 筒 状 の 第 １ 胴 部 と 一 方 の 開 口 を 閉 鎖 し た 底 部  
か ら な る 第 一 部 材 と 、 一 方 の 側 に 前 記 第 １ 胴 部 の 他 方 の 開 口 に 接 合 さ れ る 胴 部 接 合 部 と 、  
他 方 の 側 に 開 口 端 部 と 、 前 記 胴 部 接 合 部 に 連 設 し 前 記 開 口 端 部 に 向 か い 先 細 る 第 １ 肩 部 と  
、 前 記 第 １ 肩 部 と 前 記 開 口 端 部 を 連 設 す る 第 １ 首 部 を 備 え パ ル プ モ ー ル ド か ら な る 基 材 を  
備 え た 第 二 部 材 と か ら な り 、 前 記 第 一 部 材 の 他 方 の 開 口 は 前 記 第 二 部 材 の 前 記 胴 部 接 合 部  
と 接 合 さ れ て な り 、 前 記 内 容 器 は 、 パ ウ チ 本 体 と 注 出 具 を 備 え 、 前 記 パ ウ チ 本 体 は 周 縁 に  
熱 接 着 部 を 有 し 、 前 記 注 出 具 が 前 記 熱 接 着 部 に 接 着 さ れ て お り 、 前 記 パ ウ チ 本 体 は 、 第 ２  
胴 部 と 、 前 記 第 ２ 胴 部 に 連 設 し 前 記 注 出 具 に 向 か い 先 細 る 第 ２ 肩 部 と 、 前 記 第 ２ 肩 部 に 連  
設 し 前 記 注 出 具 に 向 か い 延 び る 第 ２ 首 部 と 、 を 有 し て お り 、 前 記 内 容 器 が 前 記 外 容 器 で 被  
覆 さ れ て な り 、 前 記 外 容 器 が 、 前 記 第 一 部 材 と 前 記 第 二 部 材 に 解 体 可 能 で あ る こ と を 特 徴  
と す る 複 合 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 容 器 に お い て 、 前 記 第 二 部 材 の 前 記  
胴 部 接 合 部 は 、 前 記 第 １ 肩 部 よ り 外 方 に 延 設 さ れ て お り 、 前 記 胴 部 接 合 部 の 外 周 が 前 記 第  
一 部 材 の 前 記 第 １ 胴 部 の 内 周 よ り 小 さ く 、 前 記 第 １ 胴 部 の 内 側 に 前 記 胴 部 接 合 部 が 嵌 入 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 複 合 容 器 は 、 高 級 感 が あ り 、 廃 棄 時 に は 容 易 に 紙 と プ ラ ス チ ッ ク に 分 別 し て 廃  
棄 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 複 合 容 器 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 複 合 容 器 を 組 み 立 て る た め の 外 容 器 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 外 容 器 の 第 一 部 材 を 示 し 、 （ イ ） は 第 １ 胴 部 ブ ラ ン ク 、 （ ロ ） は 底 部 ブ ラ ン ク 、  
（ ハ ） は 第 一 部 材 を 示 す 半 分 を 断 面 と し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 内 容 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 内 容 器 の 注 出 具 の 例 を 示 す 斜 視 図 と 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 内 容 器 の 積 層 体 の 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 本 発 明 に つ い て 、 図 面 等 を 用 い て 以 下 に 詳 述 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 複 合 容 器 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の 複 合 容 器 を 組 み  
立 て る た め の 外 容 器 を 示 す 分 解 図 、 図 ３ は 外 容 器 の 第 一 部 材 を 示 し 、 （ イ ） は 第 １ 胴 部 ブ  
ラ ン ク 、 （ ロ ） は 底 部 ブ ラ ン ク 、 （ ハ ） は 第 一 部 材 を 示 す 半 分 を 断 面 と し た 側 面 図 、 図 ４  
は 内 容 器 を 示 す 斜 視 図 、 図 ５ は 内 容 器 の 注 出 具 の 例 を 示 す 斜 視 図 と 断 面 図 、 図 ６ は 内 容 器  
の 積 層 体 の 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 中 の １ ０ ０ は 複 合 容 器 、 １ は 外 容 器 、 ２ は 第 一  
部 材 、 ２ １ は 第 １ 胴 部 、 ２ ２ は 底 部 、 ２ ３ は 第 １ 胴 部 材 、 ２ ４ は 底 部 材 、 ２ ５ は 側 部 接 合  
部 、 ２ ６ は 底 部 接 合 部 、 ３ は 第 二 部 材 、 ３ １ は 基 材 、 ３ ２ は 胴 部 接 合 部 、 ３ ３ は 第 １ 肩 部  
、 ３ ４ は 第 １ 首 部 、 ３ ５ は 開 口 端 部 、 ３ ６ は 段 差 、 ４ は 内 容 器 、 ４ １ は 第 ２ 胴 部 、 ４ ２ は  
第 ２ 肩 部 、 ４ ３ は 第 ２ 首 部 、 ４ ４ 、 ４ ５ は 側 部 接 合 部 、 ４ ６ は 底 部 接 合 部 、 ４ ７ は 上 部 接  
合 部 、 ５ は パ ウ チ 本 体 、 ５ ０ は 積 層 体 、 ５ １ は 外 層 、 ５ ２ は 中 間 層 、 ５ ３ は 内 層 、 ６ は 注  
出 具 、 ６ １ は 注 出 筒 、 ６ ２ 、 ６ ３ は フ ラ ン ジ 部 、 ６ ４ は パ ウ チ 接 合 部 、 ６ ５ は キ ャ ッ プ を  
そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 複 合 容 器 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 複 合 容 器 １ ０ ０ は 、 図  
１ に 示 す よ う に 内 容 器 ４ が 外 容 器 １ で 被 覆 さ れ た 複 合 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 図 １ の 一 実 施 形 態 の 複 合 容 器 １ ０ ０ を 組 み 立 て る た め の 外 容 器 １ を 示 す 分 解 図 で  
あ り 、 図 ４ は 内 容 器 ４ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 一 実 施 形 態 の 複 合 容 器 １ ０ ０ は 、 紙 製 の 外 容  
器 １ と 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 積 層 体 ５ ０ を 備 え た 内 容 器 ４ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 外 容 器 １ は 、 筒 状 の 第 １ 胴 部 ２ １ と 一 方 の 開 口 を 閉 鎖 し た 底 部 ２ ２ か  
ら な る 第 一 部 材 ２ と 、 一 方 の 側 に 第 １ 胴 部 ２ １ の 他 方 の 開 口 に 接 合 さ れ る 胴 部 接 合 部 ３ ２  
と 、 他 方 の 側 に 開 口 端 部 ３ ５ と 、 胴 部 接 合 部 ３ ２ に 連 設 し 開 口 端 部 ３ ５ に 向 か い 先 細 る 第  
１ 肩 部 ３ ３ と 、 第 １ 肩 部 ３ ３ と 開 口 端 部 ３ ５ を 連 設 す る 第 １ 首 部 ３ ４ を 備 え パ ル プ モ ー ル  
ド か ら な る 基 材 ３ １ を 備 え た 第 二 部 材 ３ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 二 部 材 ３ の 胴 部 接 合 部 ３ ２ は 、 第 １ 肩 部 ３ ３ の 周 縁 よ り 外 方 に 下 方 に 向 か い 延 設 さ れ  
て お り 、 胴 部 接 合 部 ３ ２ の 外 周 は 第 １ 肩 部 ３ ３ の 外 周 よ り 小 さ く 、 少 し 外 周 の 中 心 側 に 寄  
っ て お り 段 差 ３ ６ を 形 成 し て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 胴 部 接 合 部 ３ ２ の 外 周 は 第 一 部 材 ２  
の 第 １ 胴 部 ２ １ の 内 周 よ り 小 さ く さ れ て お り 、 第 １ 胴 部 ２ １ の 内 側 に 胴 部 接 合 部 ３ ２ を 嵌  
入 さ せ 、 段 差 ３ ６ を 第 １ 胴 部 ２ １ の 上 端 縁 に 当 接 さ せ る こ と に よ り 一 体 化 可 能 な 構 成 に さ  
れ て い る 。 な お 、 第 一 部 材 ２ の 上 縁 と 第 二 部 材 ３ の 下 縁 は 接 合 で き れ ば 上 記 構 成 に 限 定 さ  
れ る も の で は な い が 、 胴 部 接 合 部 ３ ２ を 設 け て 第 １ 胴 部 ２ １ の 内 側 に 嵌 入 さ せ る 構 成 が 好  
ま し く 、 第 一 部 材 ２ に 第 二 部 材 ３ に 固 定 す る こ と が 容 易 と な る 。 後 述 す る が 、 内 容 器 ４ の  
下 方 を 第 一 部 材 ２ で 被 覆 し 、 内 容 器 ４ の 上 方 か ら 第 二 部 材 ３ を 被 せ て 覆 い 、 第 一 部 材 ２ と  
第 二 部 材 ３ を 接 合 し 固 定 し て 一 体 化 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 つ ぎ に 図 ３ を 参 照 し な が ら 第 一 部 材 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 外 容 器 １ の 第 一 部  
材 ２ を 示 し 、 （ イ ） は 第 １ 胴 部 ブ ラ ン ク 、 （ ロ ） は 底 部 ブ ラ ン ク 、 （ ハ ） は 第 一 部 材 を 示  
す 半 分 を 断 面 と し た 側 面 図 で あ る 。
本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 第 一 部 材 ２ は 図 ３ （ イ ） に 示 す よ う に 左 右 が 長 辺 の 長 方 形 状 の 第 １  
胴 部 材 ２ ３ と 、 （ ロ ） に 示 す よ う に 略 円 形 状 の 底 部 材 ２ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。 第 １ 胴 部 材  
２ ３ は 、 対 向 す る 短 辺 の 一 方 の 側 端 部 に 帯 状 に 設 け ら れ た 側 部 接 合 部 ２ ５ が 他 方 の 側 端 部  
に 重 な る よ う に 巻 回 し 封 筒 貼 り す る こ と に よ り 略 円 筒 状 の 第 １ 胴 部 ２ １ を 形 成 す る 。 つ ぎ  
に 第 １ 胴 部 ２ １ の 下 端 部 を 内 側 に 屈 曲 し 底 部 接 合 部 ２ ６ を 形 成 し 、 略 円 形 の 底 部 材 ２ ４ を  
第 １ 胴 部 ２ １ の 円 筒 状 の 内 側 に 嵌 入 さ せ 底 部 接 合 部 ２ ６ に 当 接 さ せ 接 合 す る こ と に よ り 底  
部 接 合 部 ２ ６ で 底 部 材 ２ ４ が 接 合 さ れ 、 図 ３ （ ハ ） に 示 す 下 部 が 底 部 材 ２ ４ で 封 鎖 さ れ 、  
上 部 が 開 口 さ れ た 円 筒 状 の 紙 製 カ ッ プ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 第 一 部 材 ２ の 第 １ 胴 部 材 ２ ３ ， 底 部 材 ２ ４ に 使 用 で き る 材 料 と し て は 、 原 紙 な い し 原 紙  
に 熱 可 塑 性 樹 脂 を ラ ミ ネ ー ト し た ラ ミ ネ ー ト 紙 が 使 用 で き る 。 原 紙 と し て は 、 コ ー ト ボ ー  
ル 、 ノ ー コ ー ト ボ ー ル 、 ク ラ フ ト ボ ー ル 、 マ ニ ラ ボ ー ル 等 の 板 紙 が 使 用 で き 、 厚 さ は １ ０  
０ ｇ ／ ｍ 2  ～ ４ ０ ０ ｇ ／ ｍ 2 の 坪 量 の 原 紙 が 好 ま し い 。 ま た 、 ラ ミ ネ ー ト 紙 の 場 合 に は 底  
部 接 合 部 ２ ６ に お い て 、 第 １ 胴 部 材 ２ ３ と 底 部 材 ２ ４ が ヒ ー ト シ ー ル 接 着 で き る ポ リ エ チ  
レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 系 の ヒ ー ト シ ー ル 性 樹 脂 が 使 用 さ れ る 。 原 紙 の  
外 側 面 に は デ ザ イ ン 等 の 印 刷 を 施 す こ と が で き る の で 複 合 容 器 １ ０ ０ に 一 層 、 高 級 感 を 付  
与 で き る 。 な お 、 ラ ミ ネ ー ト 紙 を 使 用 す る 場 合 に は 第 １ 胴 部 材 ２ ３ ， 底 部 材 ２ ４ は ヒ ー ト  
シ ー ル に よ り 接 着 さ れ る 。 ま た 、 エ マ ル ジ ョ ン タ イ プ ま た は ホ ッ ト メ ル ト タ イ プ の 接 着 剤  
を 用 い て 接 着 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 外 容 器 １ の 第 二 部 材 ３ は 、 例 え ば 、 古 紙 パ ル プ 、 バ ー ジ ン パ ル プ 等 の  
木 材 パ ル プ 繊 維 、 ア シ 、 ワ ラ 、 麻 等 の 非 木 材 繊 維 等 の 繊 維 の ス ラ リ ー を 原 料 と し 、 割 型 か  
ら な る 三 次 元 形 状 の 抄 紙 型 を 組 み 付 け て キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 繊 維 の ス ラ  
リ ー を 供 給 し な が ら 抄 紙 型 上 に 吸 引 脱 水 し て キ ャ ビ テ ィ 内 面 に 繊 維 か ら な る 紙 繊 維 積 層 体  
を 抄 き 上 げ 、 紙 繊 維 積 層 体 を 脱 水 、 乾 燥 型 へ 受 け 渡 し て こ の 乾 燥 型 内 に 装 填 し 、 加 圧 、 加  
熱 、 乾 燥 す る こ と に よ り 基 材 ３ １ を 備 え た 紙 製 の 第 二 部 材 ３ を 作 製 す る こ と が で き る 。 こ  
れ は パ ル プ モ ー ル ド に よ る 製 造 法 の 一 例 を 示 し た も の で あ り 、 他 の パ ル プ モ ー ル ド 成 形 法  
で も よ い 。 ま た 、 第 二 部 材 ３ の 基 材 ３ １ に は 、 繊 維 に 成 形 助 剤 、 界 面 活 性 剤 、 防 黴 剤 、 紙  
力 強 化 剤 、 サ イ ズ 剤 等 の 補 助 成 分 を 含 有 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ス ラ リ ー 原 料 に 熱 可  
塑 性 樹 脂 等 の 繊 維 を 配 合 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 基 材 ３ １ に は 高 意 匠 性 と す る た め に  
着 色 顔 料 を 含 有 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ ル プ モ ー ル ド に よ り 得 ら れ た 第 二 部 材 ３ は 、 下 方 部 分 が 第 一 部 材 ２ で 被 覆 さ れ た 内 容  
器 ４ の 上 方 か ら 被 せ て 内 容 器 ４ の 上 方 部 分 を 覆 い 、 胴 部 接 合 部 ３ ２ を 第 １ 胴 部 材 ２ ３ の 第  
１ 胴 部 ２ １ の 内 側 に 嵌 合 さ せ 第 一 部 材 ２ と 接 合 さ れ る こ と に よ り 、 本 発 明 の 複 合 容 器 １ ０  
０ が 完 成 す る 。 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ と の 胴 部 接 合 部 ３ ２ で の 接 着 方 法 は 解 体 可 能 な 接  
着 方 法 で あ れ ば 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 示 し て い な い が 、 帯 状 の 接 着 テ ー プ  
で 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ の 境 界 を 含 む 範 囲 を 周 回 さ せ て 接 合 す る 方 法 が 好 ま し く 、 帯 状  
の 接 着 テ ー プ を 取 り 除 く こ と に よ り 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ は 容 易 に 解 体 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 水 平 断 面 形 状 が 円 形 の ボ ト ル 形 状 の 外 容 器 １ を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ  
れ る も の で は な く 、 第 １ 胴 部 ２ １ の 水 平 方 向 の 断 面 形 状 が 楕 円 、 角 形 で あ っ て も よ い も の  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 容 器 ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 内 容 物 （ 図 示 し な い ） を 収 納 す る パ ウ チ 本 体 ５ と 内 容 物  
を 注 出 す る 注 出 具 ６ を 備 え て い る 。 パ ウ チ 本 体 ５ は 周 縁 に 側 部 接 合 部 ４ ４ 、 ４ ５ 、 底 部 接  
合 部 ４ ６ 、 上 部 接 合 部 ４ ７ の 熱 接 着 部 を 有 し 、 注 出 具 ６ が 上 部 接 合 部 ４ ７ の 熱 接 着 部 に 接  
着 さ れ て い る 。 図 ５ は 、 内 容 器 ４ の 注 出 具 ６ の 例 を 示 し 、 （ イ ） は 斜 視 図 、 （ ロ ） は Ａ －  
Ａ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。 注 出 具 ６ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 注 出 筒 ６ １ 、 フ ラ ン ジ 部 ６ ２  
、 ６ ３ 、 パ ウ チ 接 合 部 ６ ４ を 備 え る 注 出 部 本 体 と 注 出 筒 ６ １ の 注 出 口 を 閉 鎖 す る キ ャ ッ プ  
６ ５ で 構 成 さ れ て い る 。 注 出 部 本 体 は 、 中 空 の 略 円 筒 状 の 注 出 筒 ６ １ と ２ 条 の フ ラ ン ジ 部  
６ ２ 、 ６ ３ 及 び パ ウ チ 接 合 部 ６ ４ が 順 に 連 設 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 ６ ２ 、 ６ ３ 及 び パ ウ チ 接 合  
部 ６ ４ は 中 央 に 注 出 筒 ６ １ に 連 通 す る 略 円 筒 状 の 流 路 を 形 成 し て お り 、 内 容 物 の 注 出 が 可  
能 と さ れ て い る 。 注 出 筒 ６ １ の 外 面 に は ネ ジ 部 が 設 け ら れ て い る 。 注 出 筒 ６ １ と パ ウ チ 接  
合 部 ６ ４ の 間 に 設 け ら れ た ２ 条 の フ ラ ン ジ 部 ６ ２ 、 ６ ３ は 、 パ ウ チ 本 体 ５ に 注 出 具 ６ を 取  
り 付 け る 作 業 に お い て 、 注 出 具 ６ を 首 吊 り 状 態 で 機 械 搬 送 す る た め の も の で 好 ま し い も の  
で あ る 。 パ ウ チ 接 合 部 ６ ４ は 紡 錘 形 で あ り 、 パ ウ チ 本 体 ５ と 上 部 接 合 部 ４ ７ で 接 合 し た と  
き 、 確 実 に 密 封 で き る の で 好 ま し い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 キ ャ ッ プ ６ ５ は 、 天 部 と 、 天 部 の 周 縁 か ら 垂 下 す る 外 周 壁 を 備 え て い る 。 外 周 壁 の 外 面  
に は 上 部 か ら 下 部 に 延 び る 多 数 の 溝 部 が 設 け ら れ て お り 、 溝 部 は キ ャ ッ プ ６ ５ を 指 で 摘 ま  
ん で 周 回 さ せ る と き 滑 り 止 め に な る の で 好 ま し い 。 ま た 、 キ ャ ッ プ ６ ５ の 外 周 壁 の 内 面 に  
は ネ ジ 部 が 設 け ら れ 、 注 出 筒 ６ １ の 外 面 に 設 け ら れ た ネ ジ 部 と 螺 合 可 能 と さ れ て い る 。 注  
出 具 ６ の キ ャ ッ プ ６ ５ 、 並 び に 、 注 出 筒 ６ １ 、 フ ラ ン ジ 部 ６ ２ 、 ６ ３ 及 び パ ウ チ 接 合 部 ６  
４ か ら な る 注 出 部 本 体 は 、 そ れ ぞ れ 樹 脂 を 成 形 金 型 内 に 射 出 し て 形 成 す る イ ン ジ ェ ク シ ョ  
ン 成 形 法 に よ り 成 形 品 と し て 形 成 さ れ る 。 キ ャ ッ プ ６ ５ に 用 い る 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、  
低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 中 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 直 鎖 状 （ 線 状 ） 低 密 度  
ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ レ ン － プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ  
タ ジ エ ン ・ ス チ レ ン 共 重 合 体 （ Ａ Ｂ Ｓ ） が 挙 げ ら れ る 。 注 出 部 本 体 に 用 い る 樹 脂 は 、 後 述  
す る パ ウ チ 本 体 ５ を 構 成 す る 積 層 体 ５ ０ の 内 層 ５ ３ （ 図 ６ 参 照 ） の 樹 脂 と ヒ ー ト シ ー ル に  
よ っ て 相 互 に 熱 融 着 す る 樹 脂 が 用 い ら れ 、 例 え ば 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 中 密 度 ポ リ エ チ  
レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 直 鎖 状 （ 線 状 ） 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ  
レ ン － プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン ・ ス チ レ ン 共 重 合 体 （ Ａ Ｂ Ｓ  
） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 パ ウ チ 本 体 ５ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 表 面 の 外 層 ５ １ 、 中 間 層 ５ ２ 、 内 面 に 熱 融 着 性 樹 脂  
層 か ら な る 内 層 ５ ３ を 備 え た 積 層 体 ５ ０ か ら な り 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 積 層 体 ５ ０  
か ら な る ２ 枚 の シ ー ト の 内 層 ５ ３ 同 士 が 対 面 す る よ う に 重 ね 周 縁 を 側 部 接 合 部 ４ ４ 、 ４ ５  
及 び 底 部 接 合 部 ４ ６ で ヒ ー ト シ ー ル し 、 底 部 接 合 部 ４ ６ に 対 向 す る 上 部 が 開 口 し た パ ウ チ  
本 体 ５ と す る 。 上 部 の 開 口 に 注 出 具 ６ を 挿 入 し 、 積 層 体 ５ ０ の シ ー ト 間 に 注 出 具 ６ の パ ウ  
チ 接 合 部 ６ ４ を 挟 持 さ せ ヒ ー ト シ ー ル し 上 部 接 合 部 ４ ７ を 形 成 す る と 共 に 注 出 具 ６ が 取 り  
付 け ら れ 、 そ し て 、 内 容 物 が 注 出 具 ６ の 注 出 筒 ６ １ よ り パ ウ チ 本 体 ５ に 充 填 さ れ 、 注 出 筒  
６ １ に キ ャ ッ プ ６ ５ を 取 り 付 け 密 封 す る こ と に よ り 図 ４ に 示 す 内 容 器 ４ が 構 成 さ れ て い る  
。 注 出 筒 ６ １ に は フ ィ ル ム で 口 部 を 密 栓 シ ー ル し た 後 、 キ ャ ッ プ ６ ５ で 密 封 し て も よ い 。  
ま た 、 注 出 具 ６ は 別 工 程 で 予 め パ ウ チ 本 体 ５ に 取 り 付 け て も よ く 、 あ る い は 自 動 充 填 機 械  
で 注 出 具 ６ の パ ウ チ 本 体 ５ へ の 取 り 付 け 、 注 出 筒 ６ １ の 注 出 口 よ り 内 容 物 の 充 填 、 注 出 筒  
６ １ の キ ャ ッ プ ６ ５ に よ る 密 栓 を イ ン ラ イ ン で 行 う こ と も で き る 。 図 ４ に は パ ウ チ 本 体 ５  
と し て 四 方 シ ー ル パ ウ チ 形 態 を 示 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ガ セ ッ ト パ ウ チ 、 自 立 性 パ  
ウ チ 、 三 方 シ ー ル パ ウ チ 等 の 形 態 に す る こ と も で き る 。 図 ４ に 示 す よ う に 内 容 器 ４ の パ ウ  
チ 本 体 ５ は 、 第 ２ 胴 部 ４ １ と 、 第 ２ 胴 部 ４ １ に 連 設 し 注 出 具 ６ に 向 か い 先 細 る 第 ２ 肩 部 ４  
２ と 、 第 ２ 肩 部 ４ ２ に 連 設 し 注 出 具 ６ に 向 か い 延 び る 第 ２ 首 部 ４ ３ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 内 容 器 ４ の パ ウ チ 本 体 ５ を 構 成 す る 積 層 体 ５ ０ の 積 層 構 成 例 を 示 す 断 面 図 で あ  
り 、 図 ６ に 示 す よ う に パ ウ チ 本 体 ５ の 積 層 体 ５ ０ は 、 外 層 ５ １ 、 中 間 層 ５ ２ 、 内 層 ５ ３ を  
、 例 え ば 、 ウ レ タ ン 系 等 の ド ラ イ ラ ミ ネ ー ト 用 接 着 剤 を 用 い て 積 層 す る ド ラ イ ラ ミ ネ ー シ  
ョ ン 法 や ポ リ オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 等 を 熱 溶 融 押 出 し し て 積 層 す る 押 出 し ラ ミ ネ ー シ ョ ン 法 に  
よ り 積 層 す る こ と が で き る 。 外 層 ５ １ は 、 パ ウ チ 本 体 ５ を 構 成 す る 基 本 素 材 と な る こ と か  
ら 、 機 械 的 、 物 理 的 、 化 学 的 等 に お い て 優 れ た 性 質 を 有 す る 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム を 用 い る  
こ と が で き 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ナ イ ロ ン 等 の 二 軸 延 伸 フ ィ  
ル ム 等 を 用 い る こ と が で き る 。 あ る い は 、 上 記 の フ ィ ル ム に ア ル ミ ニ ウ ム 、 ま た は 、 酸 化  
ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 珪 素 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 、 酸 化 錫 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 等 の 無 機 物 を 蒸 着  
し て 蒸 着 層 を 設 け た も の を 用 い る こ と が で き る 。 外 層 を 構 成 す る フ ィ ル ム の 厚 さ と し て は  
、 基 本 素 材 と し て の 強 度 、 剛 性 な ど に つ い て 必 要 最 低 限 に 保 持 さ れ 得 る 厚 さ で あ れ ば よ い  
の で あ っ て 、 コ ス ト な ど を 勘 案 し て 決 め れ ば よ い が 、 通 常 、 ９ ～ ５ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 中 間 層 ５ ２ に は 、 遮 光 性 あ る い は ガ ス バ リ ア 性 等 が 内 容 物 の 保 護 機 能 条 件 に よ り 要 求 さ  
れ る 場 合 に 設 け る も の で あ り 、 上 記 外 層 ５ １ に 用 い ら れ る フ ィ ル ム や 上 記 蒸 着 層 を 設 け た  
フ ィ ル ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 等 の 金 属 箔 等 が 使 用 で き る 。 ま た 、 こ れ ら の フ ィ ル ム 等 を 一  
種 以 上 組 み 合 わ せ て 積 層 し た も の で も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 内 層 ５ ３ と し て は 熱 融 着 性 樹 脂 が 用 い ら れ 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 中 密 度  
ポ リ エ チ レ ン （ Ｍ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ  
ニ ル 共 重 合 体 （ Ｅ Ｖ Ａ ） 、 ア イ オ ノ マ ー 、 エ チ レ ン － ア ク リ ル 酸 共 重 合 体 （ Ｅ Ａ Ａ ） 、 エ  
チ レ ン － ア ク リ ル 酸 エ チ ル 共 重 合 体 、 エ チ レ ン － メ タ ク リ ル 酸 共 重 合 体 等 の 未 延 伸 フ ィ ル  
ム が 使 用 さ れ る 。 特 に 酒 類 を 内 容 物 と す る 場 合 、 内 容 物 の 味 覚 に 及 ぼ す 影 響 を 抑 え る 必 要  
が あ り 、 非 吸 着 性 の 環 状 ポ リ オ レ フ ィ ン が 好 ま し く 、 環 状 ポ リ オ レ フ ィ ン と 高 い 層 間 密 着  
性 が 得 ら れ る 線 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と の 多 層 が よ り 好 ま し い 。 内 層 ５ ３ の 厚 さ は 内 容 量  
、 輸 送 条 件 、 経 済 性 等 を 勘 案 し て 決 め ら れ る が 通 常 、 ２ ０ μ ｍ ～ １ ５ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 複 合 容 器 １ ０ ０ は 、 内 容 器 ４ と 外 容 器 １ を セ ッ ト ア ッ プ す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 具  
体 的 に は 、 内 容 物 が 充 填 さ れ ボ ト ル 状 に 膨 ら ん だ 内 容 器 ４ に 対 し て 、 下 方 の 底 部 接 合 部 ４  
６ の 側 か ら 外 容 器 １ の 第 一 部 材 ２ の 開 口 に 挿 入 し 、 内 容 器 ４ の 下 方 部 分 を 第 一 部 材 ２ で 被  
覆 す る 。 そ し て 、 第 二 部 材 ３ を 胴 部 接 合 部 ３ ２ の 側 か ら 内 容 器 ４ の 上 方 部 分 に 被 せ 、 胴 部  
接 合 部 ３ ２ を 第 一 部 材 ２ の 第 １ 胴 部 ２ １ の 内 側 に 嵌 合 さ せ る と と も に 、 注 出 具 ６ を 第 二 部  
材 ３ の 開 口 端 部 ３ ５ を 通 過 さ せ 、 第 １ 首 部 ３ ４ を 内 容 器 ４ の 第 ２ 首 部 ４ ３ に フ ィ ッ ト さ せ  
、 段 差 ３ ６ を 第 １ 胴 部 ２ １ の 上 端 縁 に 当 接 さ せ て 内 容 器 ４ の 上 方 部 分 を 第 二 部 材 ３ で 被 覆  
す る 。 そ し て 、 例 え ば 、 図 示 し て い な い が 、 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ の 嵌 合 さ れ た 境 界 部  
分 を 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ に 跨 る よ う に 帯 状 の 接 着 テ ー プ 等 を 周 回 さ せ て 接 合 し 第 一 部  
材 ２ と 第 二 部 材 ３ と を 固 定 し 一 体 化 さ せ 、 帯 状 の 接 着 テ ー プ 等 を 取 り 除 く と 第 一 部 材 ２ と  
第 二 部 材 ３ が 解 体 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 接 着 剤 等 を 用 い て 解 体 可 能 に 貼 合 す る こ  
と も で き る 。 内 容 器 ４ は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 含 む 積 層 体 ５ ０ か ら な る た め に フ レ キ  
シ ブ ル で あ り 、 内 容 物 が 充 填 さ れ る と 曲 線 を 備 え 三 次 元 的 に 膨 れ た 状 態 と な り 、 外 容 器 １  
の 内 面 に 馴 染 み 易 く な り 、 外 容 器 １ は 剛 度 を 備 え て い る の で 内 容 器 ４ は 外 容 器 １ で 保 持 さ  
れ る 。 し た が っ て 、 複 合 容 器 １ ０ ０ は 、 内 容 器 ４ の 形 状 が 外 容 器 １ の 形 状 で 規 制 さ れ て 、  
図 １ に 示 す 外 観 が 得 ら れ る 。 し た が っ て 、 外 容 器 １ を ボ ト ル 形 状 の 種 々 形 状 と す る こ と に  
よ り 、 複 合 容 器 １ ０ ０ の 高 意 匠 性 が 得 ら れ る 。 さ ら に 内 容 器 ４ の 第 ２ 首 部 ４ ３ な い し 上 部  
接 合 部 ４ ７ 周 辺 と 、 外 容 器 １ の 第 二 部 材 ３ の 第 １ 首 部 ３ ４ な い し 開 口 端 部 ３ ５ 周 辺 は 、 接  
着 テ ー プ 等 を 用 い て 両 方 の 周 辺 に 跨 る よ う に 接 合 し 外 容 器 １ と 内 容 器 ４ を 固 定 す る こ と が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 複 合 容 器 １ ０ ０ は 、 使 用 者 が 注 出 具 ６ よ り 内 容 物 （ 図 示 し な い ） を 注 出 し 、 使 用 を 終 え  
る と 、 外 容 器 １ の 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ を 接 合 す る 帯 状 の 接 着 テ ー プ を 取 り 除 く こ と に  
よ り 、 第 一 部 材 ２ と 第 二 部 材 ３ は 分 離 さ れ 、 さ ら に 外 容 器 １ と 内 容 器 ４ の 首 部 周 辺 を 固 定  
す る 接 着 テ ー プ を 取 り 除 く こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ 内 容 器 ４ か ら 容 易 に 解 放 で き 、 紙 製 の 外  
容 器 １ と プ ラ ス チ ッ ク 製 の 内 容 器 ４ に 分 別 し て 廃 棄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 今 ま で 説 明 し て き た 実 施 形 態 は 、 本 発 明 に 係 る 複 合 容 器 の 代 表 的 な 実 施 形 態 を 挙  
げ た も の で あ っ て 、 本 発 明 に 係 る 複 合 容 器 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸  
脱 し な い 範 疇 の も の も 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ０ ０               複 合 容 器
　 １                   外 容 器
　 ２                   第 一 部 材
　 ２ １                 第 １ 胴 部
　 ２ ２                 底 部
　 ２ ３                 第 １ 胴 部 材
　 ２ ４                 底 部 材
　 ２ ５                 側 部 接 合 部



10

20

30

40

50

JP 2022-148486 A 2022.10.6(8)

　 ２ ６                 底 部 接 合 部
　 ３                   第 二 部 材
　 ３ １                 基 材
　 ３ ２                 胴 部 接 合 部
　 ３ ３                 第 １ 肩 部
　 ３ ４                 第 １ 首 部
　 ３ ５                 開 口 端 部
　 ３ ６                 段 差
　 ４                   内 容 器
　 ４ １                 第 ２ 胴 部
　 ４ ２                 第 ２ 肩 部
　 ４ ３                 第 ２ 首 部
　 ４ ４ 、 ４ ５           側 部 接 合 部
　 ４ ６                 底 部 接 合 部
　 ４ ７                 上 部 接 合 部
　 ５                   パ ウ チ 本 体
　 ５ ０                 積 層 体
　 ５ １                 外 層
　 ５ ２                 中 間 層
　 ５ ３                 内 層
　 ６                   注 出 具
　 ６ １                 注 出 筒
　 ６ ２ 、 ６ ３           フ ラ ン ジ 部
　 ６ ４                 パ ウ チ 接 合 部
　 ６ ５                 キ ャ ッ プ
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-148486 A 2022.10.6(9)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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